
(57)【要約】

【課題】　　　バンカーでの練習を、身近な場所で容易

に出来るようにしたゴルフのバンカー用練習具を提供す

る。

【解決手段】　外周面の全面に亘って放射状に多数の弾

性針１を植設された球体２と、上面に多数の弾性毛４を

植設された人工芝板５とを備えている。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 外 周 面 の 全 面 に 亘 っ て 放 射 状 に 多 数 の 弾 性 針 １ を 植 設 さ れ た 球 体 ２ と 、 上 面 に 多 数 の 弾
性 毛 ４ を 植 設 さ れ た 人 工 芝 板 ５ と を 有 す る ゴ ル フ の バ ン カ ー 用 練 習 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 ゴ ル フ の バ ン カ ー 用 練 習 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ゴ ル フ の 打 ち 放 し 練 習 場 に 、 バ ン カ ー 用 練 習 設 備 を 備 え て い る も の は 極 め て 稀 で あ る 。
と こ ろ が 、 バ ン カ ー か ら の 脱 出 は 、 な か な か 難 し い も の で あ り 、 練 習 の 必 要 性 は 、 ゴ ル フ
ァ ー が 痛 感 し て い る と こ ろ で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 自 宅 に て バ ン カ ー で の ス イ ン グ を 練 習 す る に は 、 庭 に 模 擬 バ ン カ ー を 設 備 す る こ
と に な る が 、 ス イ ン グ の 際 、 砂 が 飛 散 で き て 、 ボ ー ル が 飛 翔 で き る 、 か な り の 広 さ を 必 要
と す る 。 か か る 広 さ を 通 常 の 庭 で 確 保 す る こ と は 極 め て 難 し い 。
　 こ の 発 明 は 、 バ ン カ ー で の 練 習 を 、 身 近 な 場 所 で 容 易 に 出 来 る よ う に 工 夫 さ れ た ゴ ル フ
の バ ン カ ー 用 練 習 具 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 こ の 発 明 は 、 外 周 面 の 全 面 に 亘 っ て 多 数 の 弾 性 針 １ を 植 設 さ
れ た 球 体 ２ と 、 上 面 に 多 数 の 弾 性 毛 ４ を 植 設 さ れ た 人 工 芝 板 ５ と を 備 え た ゴ ル フ の バ ン カ
ー 用 練 習 具 に 構 成 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 人 口 芝 板 ５ の 上 面 に 球 体 ２ を 置 い て ゴ ル フ の バ ン カ ー 用 ク ラ ブ （ 以 下 、 こ れ を サ ン ド ウ
エ ッ ジ と 言 う ） で こ の 球 体 ２ の 直 ぐ 手 前 の 人 工 芝 板 ５ の 弾 性 毛 ４ の 箇 所 を 、 ク ラ ブ の エ ッ
ジ （ ク ラ ブ フ ェ イ ス と バ ン ス （ ク ラ ブ フ ェ イ ス の 裏 面 ） と で 形 成 さ れ て い る ス イ ン グ 側 端
部 ） に て 叩 く よ う に ス イ ン グ す る こ と に よ り 、 バ ン カ ー で の 練 習 が 実 行 で き る 。
　 即 ち 、 人 口 芝 板 ５ の 上 面 に 置 か れ た 球 体 ２ は 、 そ の 弾 性 針 １ と 人 工 芝 板 ５ の 弾 性 毛 ４ と
の 夫 々 の 先 端 部 が 互 い に 入 り 込 む よ う な 状 態 と な っ て い る 。 こ の 状 態 で 、 球 体 ２ の 直 ぐ 手
前 の 人 工 芝 板 ５ の 弾 性 毛 ４ の 箇 所 を 、 エ ッ ジ に て 叩 く よ う に ス イ ン グ す る 。
　 こ の と き 、 弾 性 毛 ４ の 先 端 上 部 分 は 、 バ ン ス を ス イ ン グ 方 向 前 方 へ 押 動 し て 上 記 球 体 ２
の 弾 性 針 １ を 介 し て 球 体 ２ を 斜 め 前 方 へ 撥 ね 飛 ば す こ と に な る 。
　 球 体 ２ 外 周 面 の 多 数 の 弾 性 針 １ は 、 こ の 撥 ね 飛 ば し の と き に 大 き い 空 気 抵 抗 を 生 じ る た
め 、 飛 距 離 は 僅 か と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ス イ ン グ が 正 し い も の で あ れ ば 、 バ ン ス は 弾 性 毛 ４ の 先 端 上 部 分 を ス イ ン グ 方 向 前 方 へ
押 動 す る の で 、 弾 性 毛 ４ は 球 体 ２ の 弾 性 針 １ を 介 し て こ の 球 体 ２ を 、 弾 性 毛 ４ の 上 面 で あ
る 水 平 面 に 対 し て 、 約 ３ ０ ° 程 度 の 仰 角 で 斜 め 前 方 へ 撥 ね 飛 ば す こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ に 対 し 、 ス イ ン グ が 不 正 な と き は 、 次 項 で 述 べ る よ う に 、 球 体 ２ は 真 上 方 向 に 放 擲
さ れ 、 あ る い は 、 球 体 ２ は 水 平 面 を 這 う よ う に し て 前 方 へ 放 擲 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 即 ち 、 球 体 ２ が 真 上 方 向 に 放 擲 さ れ る の は 、 い わ ゆ る ダ フ り と 呼 ば れ て い る 不 正 な ス イ
ン グ で あ り 、 こ れ は 、 エ ッ ジ が 球 体 ２ か ら か な り 離 れ た 下 方 を 叩 く も の で あ る 。 こ の と き
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、 バ ン ス が 弾 性 毛 ４ に よ っ て 前 上 方 向 に 押 動 さ れ 、 弾 性 針 １ を 介 し て 球 体 ２ は 、 真 上 方 向
に 持 ち 上 げ る よ う に 撥 ね 飛 ば さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 又 、 球 体 ２ が 水 平 面 を 這 う よ う に し て 前 方 へ 放 擲 さ れ る の は 、 い わ ゆ る ト ッ プ と 呼 ば れ
て い る 不 正 な ス イ ン グ で あ り 、 こ れ は 、 エ ッ ジ が 球 体 ２ を 直 接 叩 い た り 、 或 は 、 エ ッ ジ が
球 体 ２ の 下 部 付 近 の 弾 性 針 １ を 叩 い た た め に 、 下 部 の 弾 性 針 １ が 球 体 ２ を 前 方 へ 撥 ね 飛 ば
す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 の ゴ ル フ の バ ン カ ー 用 練 習 具 を 用 い れ ば 、 砂 の 飛 散 は 無 く 、 ゴ
ル フ ボ ー ル の 過 大 な 飛 翔 も 無 く 、 球 体 ２ の 放 擲 軌 跡 を 見 る こ と に よ っ て ス イ ン グ の 正 、 不
正 を 容 易 に 判 別 し 得 て 、 身 近 な 場 所 で の ス イ ン グ の 練 習 が 容 易 と な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 図 に 基 づ き 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る ゴ ル フ の バ ン カ ー 用 練 習 具 の 正 面 図 （ 使 用 時 で
は 側 面 図 と な る ） で あ る 。
　 ゴ ル フ ボ ー ル に 相 当 す る も の は 、 外 周 面 の 全 面 に 多 数 の 弾 性 針 １ が 放 射 状 に 設 け て あ る
球 体 ２ で あ る 。
　 同 図 で は 、 図 を 簡 明 に す る た め 、 正 面 視 で 球 体 ２ の 最 大 径 部 に 設 け ら れ て い る 弾 性 針 １
の み を 示 し て い る 。
　 砂 に 相 当 す る も の は 、 基 板 ３ に 多 数 の 弾 性 毛 ４ を 密 生 し て 植 え た 人 工 芝 板 ５ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 球 体 ２ は 、 中 空 に 硬 質 プ ラ ッ チ ッ ク で 軽 量 に 造 ら れ 、 弾 性 針 １ は 、 十 分 な 弾 性 を 備 え て
剛 性 を 持 つ ビ ニ ー ル で 造 ら れ る の が 好 ま し い 。
　 球 体 ２ 外 周 面 の 多 数 の 弾 性 針 １ は 、 放 擲 時 に 大 き い 空 気 抵 抗 を 生 じ る た め 、 飛 距 離 は 僅
か と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 基 板 ３ は 、 軟 質 ビ ニ ー ル 板 ま た は 、 ゴ ム 板 が 好 ま し く 、 こ れ に よ り 、 多 少 の 凹 凸 が あ る
路 面 で も 、 基 板 ３ は 安 定 し て 設 置 さ れ る 。
　 弾 性 毛 ４ は 、 十 分 な 弾 性 を 備 え て 剛 性 を 持 つ ビ ニ ー ル で 造 ら れ る の が 好 ま し く 、 エ ッ ジ
に よ る 打 撃 を 受 け た と き の 弾 性 毛 ４ の 弾 性 と 剛 性 の 反 発 力 は 、 砂 が 飛 散 す る と き に ゴ ル フ
ボ ー ル に 作 用 す る 放 擲 力 に 対 応 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 発 明 の 上 記 構 成 は 、 以 下 に 述 べ る よ う に 、 従 来 か ら プ ロ ゴ ル フ ァ な ど 、 熟 達 し た プ
レ ー ヤ ー に よ っ て 実 用 さ れ て い る 、 バ ン カ ー 練 習 法 を 参 考 に し て 想 到 し た も の で あ る 。 以
下 、 従 来 の 上 記 バ ン カ ー 練 習 法 に お け る 、 ス イ ン グ 過 程 を 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｄ ） に 基 づ き 説
明 す る 。
　 こ れ は 、 芝 草 １ ５ の 上 に 置 か れ た 松 か さ １ ２ を 、 バ ン カ ー 内 の 砂 に 落 ち 込 ん で い る ゴ ル
フ ボ ー ル に 見 立 て て 、 こ の 松 か さ １ ２ の 直 ぐ 手 前 の 芝 草 １ ５ を サ ン ド ウ ェ ッ ジ ６ で 叩 く も
の で あ る 。
　 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｄ ） は 、 正 し い ス イ ン グ の と き 、 ス イ ン グ 過 程 を ビ デ オ カ メ ラ で 撮 影 し
た 写 真 を な ぞ っ た も の で 、 視 線 を 低 く し た 斜 視 図 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ （ ａ ） は 、 サ ン ド ウ ェ ッ ジ ６ を 松 か さ １ ２ の か な り 手 前 で 構 え て い る 、 正 し い ア ド
レ ス 位 置 で あ る 。
　 図 ３ （ ｂ ） は 、 シ ョ ッ ト の 直 前 を 示 す も の で あ る 。 こ の ア ド レ ス 位 置 か ら 、 松 か さ １ ２
が 置 か れ て い る 直 ぐ 手 前 の 芝 草 １ ５ の 箇 所 を 、 サ ン ド ウ ェ ッ ジ ６ の エ ッ ジ に て 叩 く よ う に
ス イ ン グ し て シ ョ ッ ト す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ （ ｃ ） は 、 シ ョ ッ ト 直 後 を 示 す も の で 、 芝 草 １ ５ の 先 端 上 部 分 は 、 サ ン ド ウ ェ ッ ジ
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６ の バ ン ス を ス イ ン グ 方 向 前 方 へ 押 動 し て 松 か さ １ ２ を わ ず か に 撥 ね 上 げ て い る 。
　 図 ３ （ ｄ ） は 、 正 し い ス イ ン グ 終 了 時 を 示 す も の で 、 松 か さ １ ２ は 、 芝 草 １ ５ の 芝 上 面
で あ る 水 平 面 に 対 し て 、 約 ３ ０ ° 程 度 の 仰 角 で 斜 め 前 方 へ 撥 ね 飛 ば さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に こ の 発 明 の ゴ ル フ の バ ン カ ー 用 練 習 具 を 用 い た ス イ ン グ 過 程 を 、 図 ４ （ ａ ） ～ （ ｄ
） に 基 づ き 説 明 す る 。
　 図 ４ （ ａ ） ～ （ ｄ ） は 、 正 し い ス イ ン グ が な さ れ た と き の ス イ ン グ 過 程 を 側 面 図 で 示 し
て い る 。
　 図 ４ （ ａ ） は 、 サ ン ド ウ ェ ッ ジ ６ を 球 体 ２ の か な り 手 前 で 構 え て い る 、 正 し い ア ド レ ス
位 置 で あ る 。
　 図 ４ （ ｂ ） は 、 シ ョ ッ ト の 直 前 を 示 す も の で あ る 。 こ の ア ド レ ス 位 置 か ら 球 体 ２ が 置 か
れ て い る 直 ぐ 手 前 の 人 工 芝 板 ５ の 箇 所 を 、 サ ン ド ウ ェ ッ ジ ６ の エ ッ ジ に て 叩 く よ う に ス イ
ン グ し て シ ョ ッ ト す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ （ ｃ ） は 、 シ ョ ッ ト 直 後 を 示 す も の で 、 人 工 芝 板 ５ の 弾 性 毛 ４ は 、 サ ン ド ウ ェ ッ ジ
６ の バ ン ス を ス イ ン グ 方 向 前 方 へ 押 動 し て 弾 性 針 １ を 介 し て 球 体 ２ を わ ず か に 撥 ね 上 げ て
い る 。
　 図 ４ （ ｄ ） は 、 正 し い ス イ ン グ 終 了 時 を 示 す も の で 、 球 体 ２ は 、 人 工 芝 板 ５ の 弾 性 毛 ４
の 上 面 で あ る 水 平 面 に 対 し て 、 約 ３ ０ ° 程 度 の 仰 角 で 斜 め 前 方 へ 撥 ね 飛 ば さ れ て い る 。
　 球 体 ２ 外 周 面 の 多 数 の 弾 性 針 １ は 、 こ の 撥 ね 飛 ば し の と き に 大 き い 空 気 抵 抗 を 生 じ る た
め 、 飛 距 離 は 僅 か と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ に 、 こ の 発 明 の ゴ ル フ の バ ン カ ー 用 練 習 具 を 使 用 し た と き の ス イ ン グ 軌 跡 と 球 体 ２
の 放 擲 位 置 を 、 正 し い ス イ ン グ 、 不 正 な ス イ ン グ の 夫 々 の 場 合 に つ い て 、 側 面 図 で 示 し た
。
　 人 工 芝 板 ５ に 置 か れ て い る と き の 球 体 ２ は 、 実 線 で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 正 し い ス イ ン グ の と き 、 ス イ ン グ 軌 跡 と 球 体 ２ の 放 擲 位 置 を 、 何 れ も 一 点 鎖 線 で 示 し て
い る 。
　 球 体 ２ は 人 工 芝 板 ５ の 弾 性 毛 ４ の 上 面 で あ る 水 平 面 に 対 し て 、 約 ３ ０ ° 程 度 の 仰 角 で 斜
め 前 方 へ 撥 ね 飛 ば さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 い わ ゆ る ダ フ り と 呼 ば れ て い る 不 正 な ス イ ン グ の と き 、 ス イ ン グ 軌 跡 と 球 体 ２ の 放 擲 位
置 を 何 れ も 二 点 鎖 線 で 示 し て い る 。
　 サ ン ド ウ ェ ッ ジ の エ ッ ジ （ 図 示 は 省 略 ） は 球 体 ２ か ら か な り 離 れ た 下 方 を 叩 い て い て 、
バ ン ス が 弾 性 毛 ４ に よ っ て 前 上 方 向 に 押 動 さ れ 、 弾 性 針 １ を 介 し て 球 体 ２ は 真 上 方 向 に 持
ち 上 げ る よ う に 撥 ね 飛 ば さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 又 、 い わ ゆ る ト ッ プ と 呼 ば れ て い る 不 正 な ス イ ン グ の と き 、 ス イ ン グ 軌 跡 と 球 体 ２ の 放
擲 位 置 を 何 れ も 点 線 で 示 し て い る 。
　 図 示 し な い エ ッ ジ が 球 体 ２ を 直 接 に 叩 い た り 、 或 は 、 エ ッ ジ が 球 体 ２ の 下 部 付 近 の 弾 性
針 １ を 叩 い た た め に 、 下 部 の 弾 性 針 １ が 球 体 ２ を 前 方 へ 撥 ね 飛 ば し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 　 こ の 発 明 の ゴ ル フ の バ ン カ ー 用 練 習 具 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 　 図 １ の バ ン カ ー 用 練 習 具 を 使 用 し た と き の ス イ ン グ の 正 、 不 正 の 夫 々 の 場 合 の
ス イ ン グ 軌 跡 と 球 体 の 放 擲 位 置 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 　 従 来 の バ ン カ ー 練 習 法 で の ス イ ン グ 過 程 を 示 す も の で 、 視 線 を 低 く し た 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 　 こ の 発 明 の バ ン カ ー 用 練 習 具 を 使 用 し た と き の ス イ ン グ 過 程 を 示 す 側 面 図 で あ
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る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 　 １ 　 弾 性 針
　 　 ２ 　 球 体
　 　 ３ 　 基 板
　 　 ４ 　 弾 性 毛
　 　 ５ 　 人 工 芝 板
　 　 ６ 　 サ ン ド ウ ェ ッ ジ

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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